
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

年
も
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健

康
で
輝
か
し
い
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
１
年
間
を
顧
み
ま
す
と
、
や
は

り
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
が
依
然
と
し
て
続

き
、
と
う
と
う
コ
ロ
ナ
の
第
８
波
を
迎

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

板
老
連
の
各
部
の
事
業
に
影
響
す
る

の
で
は
な
い
か
と
大
変
危
惧
し
ま
し
た

が
、
中
止
で
は
な
く
延
期
し
た
こ
と
に

よ
り
、
か
な
り
の
行
事
が
実
施
で
き
た

こ
と
に
な
り
、ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
つ
つ
が
な
く
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。日

々
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
１
日
も
早
い
終
息
を
願
う
中
、
昨

��

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会    

会
長
会
長
　　
阿
部
　
勲

阿
部
　
勲

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

昨
年
を
上
回
る
飛
躍
の
年
に

昨
年
を
上
回
る
飛
躍
の
年
に

��

板
橋
区
長
　

板
橋
区
長
　
坂
本
　
健

坂
本
　
健

板
老
連
発
足

板
老
連
発
足
6565
周
年
周
年

　

こ
れ
か
ら
も

　

こ
れ
か
ら
も

さ
て
、
今
年
度
も
あ
と
３
カ
月
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
事
業
の
内
容

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は

い
え
板
老
連
が
持
っ
て
い
る
底
力
が
蘇

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。そ

の
第
１
は
、
寿
大
学
開
校
を
前
に

し
て
講
師
や
会
場
の
問
題
で
不
都
合
が

生
じ
、
一
時
は
閉
講
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
が
、
担
当
者
の

ご
努
力
で
開
校
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

第
２
、３
年
越
し
で
よ
う
や
く
開
催

で
き
た
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
、
参
加
者

も
多
く
、
大
い
に
楽
し
ん
で
対
局
さ
れ

年
度
も
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
生
活
は

そ
の
影
響
を
強
く
受
け
、
皆
さ
ま
の
ク

ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
も
多
大
な
影
響
が

あ
っ
た
と
推
し
測
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
フ

レ
イ
ル
進
行
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

第
３
は
、
春
の
日
帰
り
旅
行
も
コ
ロ

ナ
感
染
の
予
防
策
で
、
１
台
の
人
数
を

絞
っ
て
実
施
し
た
の
が
功
を
奏
し
た
の

か
４
７
０
人
の
参
加
で
楽
し
み
ま
し

た
。第

４
に
、
今
年
の
快
挙
は
な
ん
と

い
っ
て
も
、
東
老
連
の
芸
能
大
会
に
板

老
連
を
代
表
し
て
寿
大
学
新
舞
踊
科
が

出
演
し
、
見
事
優
勝
に
輝
い
た
こ
と
で

す
。
私
も
毎
年
東
老
連
の
芸
能
大
会
を

見
て
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
レ
ベ
ル
が

高
く
い
つ
も
感
動
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
ト
ッ
プ
が
板
老
連
、
ま
さ
に
快
挙

で
す
。

第
５
に
、
優
勝
ま
で
あ
と
一
歩
と
言

う
と
こ
ろ
で
惜
し
く
も
準
優
勝
に
泣
い

た
の
が
、
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
輪
投
げ
大

会
に
出
場
し
た
赤
塚
百
寿
会
で
す
。

第
６
に
、秋
に
入
っ
て
、作
品
展
が
開

催
さ
れ
出
品
の
数
も
例
年
よ
り
多
く
、

な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ

な
が
ら
作
品
展
や
芸
能
大
会
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
、

シ
ニ
ア
世
代
の
趣
味
活
動
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

板
橋
区
で
は
、「
シ
ニ
ア
世
代
活
動
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、
引
き

続
き
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
は
じ
め
と

し
た
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
維
持
・
増
進

と
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
社
会

活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。今

年
は
、
板
老
連
発
足
65
周
年
と
い

秀
作
ぞ
ろ
い
で
審
査
の
先
生
方
も
頭
を

抱
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
見
学
者
も
多
く

約
千
名
も
入
場
し
ま
し
た
。

第
７
に
、
板
老
連
芸
能
大
会
は
、「
思

い
出
の
歌
と
踊
り
の
集
い
」
と
合
同
開

催
の
形
式
を
と
っ
た
た
め
、
演
目
数
も

多
く
な
り
盛
況
で
し
た
。

第
８
に
、
秋
の
日
帰
り
旅
行
は
、

６
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
嬉

し
い
悲
鳴
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
と

い
う
わ
け
で
今
年
度
の
め
ぼ
し
い
行
事

を
総
括
し
て
み
ま
し
た
が
、
本
来
の
板

老
連
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
昨
年
を
上
回
る
飛
躍
の
年

に
な
る
よ
う
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

う
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。
長
き
に
わ

た
り
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
き
た
貴
会
の
お
力
添
え

に
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
並

び
に
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
今
後
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

板 老 連
板橋区老人クラブ連合会
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板
老
連
本
部
事
業
報
告

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
11
月
８
日

（
火
）、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て

「
両
国
・
国
技
館
」
に
お
い
て
、
盛
会
裏
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
創
立
60
年
を

記
念
す
る
大
会
で
、
全
国
か
ら
８
５
０
名

の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
全
国
に
お

よ
そ
９
万
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
合
組
織

で
、
こ
れ
ま
で
も
10
年
ご
と
の
節
目
の
大

会
に
は
、
在
位
中
の
上
皇
ご
夫
妻
が
出
席

さ
れ
て
お
り
、
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。

昨
年
12
月
５
日
（
月
）
に
、
新
宿
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
「
東
京
都
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
」
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
＂
感

染
対
策
＂
を
十
分
に
講
じ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
式
典
は
、
あ
い
さ
つ
、
祝
辞
、

そ
し
て
各
部
門
の
代
表
者
が
壇
上
で
表
彰

状
を
受
け
取
り
、
最
後
に
「
大
会
宣
言
」

を
採
択
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

が
、
東
老
連
の
中
で
2
ク
ラ
ブ
の
内
、
我

が
板
老
連
の
「
清
和
ク
ラ
ブ
」
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

我
が
ク
ラ
ブ

我
が
ク
ラ
ブ

輝
か
し
い
受
賞

輝
か
し
い
受
賞

名
誉
あ
る
受
賞

名
誉
あ
る
受
賞

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

今
回
の
大
会
で
天
皇
陛
下
は
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
長
年
の
功
績
を
た
た

え
、「
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
我
が
国
に
お
け
る

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
、
明
る
い
地
域
づ

く
り
の
為
に
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て

い
く
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
な
ど
と

お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
つ

と
め
た
人
や
、
優
れ
た
活
動
を
し
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
な
ど
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
、
清
和
ク
ラ
ブ
が
「
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
が
、
老
人
福
祉
の
増
進
に
寄

与
し
、
そ
の
功
績
が
誠
に
顕
著
で
あ
る
と

の
こ
と
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
臣
表
彰

は
都
内
で
２
団
体
の
み
で
あ
り
、
栄
え
あ

る
受
賞
と
、会
員
一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

�

（
清
和
ク
ラ
ブ　

中　

竹
夫
）

さ
ら
に
、今
年
度
は
特
に「
ク
ラ
ブ
会
員

増
強
賞
」が
昨
年
の
２
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、

8
ク
ラ
ブ
と
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。
本

年
も
、
会
員
増
強
に
勇
気
と
希
望
を
持
っ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

清和クラブの皆様

会場内の様子

参加された皆様

◆東京都老人クラブ連合会会長表彰
支部名 クラブ名 代表者

厚生労働大臣表彰　優良老人クラブ
第7支部 清和クラブ 代表　中　　竹夫

優良老人クラブ
第6支部 上板橋喜楽会 代表　木下　政雄

老人クラブ会員増強賞
第4支部 富士見長友会 代表　土田　保年
第4支部 愛染寿栄クラブ 代表　渡邉　　博
第5支部 北寿クラブ 代表　奥永　和満
第5支部 東山光寿会 代表　加藤　邦彦
第5支部 大谷口寿美齢クラブ 代表　大野　重三
第5支部 向原団地緑寿会 代表　金原マツヱ
第6支部 上板橋喜楽会 代表　木下　政雄
第10支部 徳丸マナーズクラブ 代表　宮村　民彦

活動賞「ボランティア部門」
第5支部 東山光寿会 代表　加藤　邦彦

老人クラブ育成功労者
第4支部 山下たか子 双葉蓬莱会副会長
第4支部 阿部　　勲 双葉蓬莱会会長
第5支部 渋谷　晶枝 向原団地緑寿会副会長
第5支部 東　　　瞳 大谷口四部福寿会総務
第6支部 寳田　喜一 東新東寿会会長
第6支部 河原　米子 南一長寿クラブ副会長
第6支部 八木　幸子 上板橋高砂会副会長
第8支部 平野　忠夫 志村長命会会長
第9支部 庄田　松代 蓮根本町はすのみ会・体育部長
第12支部 蓮沼　治子 高一寿会副会長
第12支部 古沢　麗子 高一寿会会計

板橋区老人クラブ連合会第191 号 2



９
月
15
日
（
木
）、新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に

て
３
年
ぶ
り
に
、
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
22
チ
ー
ム
、
約
２
０
０
名
に
よ
る
演
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。わ

が
板
老
連
寿
大
学
新
舞
踊
科
の
チ
ー
ム
が
見
事
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
大
会
の
結
果

は
以
下
の
通
り
で
す
。

練
習
の
成
果

練
習
の
成
果

　
　
花
咲
く
優
勝

　
　
花
咲
く
優
勝

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会

トップを飾った寿大学新舞踊科

息ピッタリの舞踊

目が離せない夢舞台

順　位 地区 クラブ名 曲名

優　勝 板橋区 寿大学新舞踊科 涙そうそう

準優勝 昭島市
つつじが丘北
シニアクラブ

長良川艶歌

第３位 北区 仲一延寿クラブ
あっぱれ
日本

審査員特別賞 府中市 本町けやき会
民謡
おこさ節

審査員特別賞 あきる野市
あきる野
せせらぎ会

お祭り
マンボ

板橋区老人クラブ連合会 第191 号3



例
年
の
予
定
だ
と
6
月
ご
ろ
を
予
定
す

る
芸
能
大
会
で
す
が
、
今
年
は
区
立
文
化

会
館
の
改
修
工
事
と
重
な
っ
た
た
め
、
や

笑
顔
キ
ラ
リ
夢
舞
台

笑
顔
キ
ラ
リ
夢
舞
台

む
な
く
11
月
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

第
59
回
芸
能
大
会
は
去
年
と
は
違
い
、

朝
か
ら
良
い
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
全
演
目
41
組
・
出
演
者
１
８
８
名
、来

場
者
を
含
め
５
１
０
名
の
多
数
の
出
演
、

観
覧
、
ご
来
賓
と
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら

ず
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
代

表
と
い
た
し
ま
し
て
、

板
橋
区
議
会
議
長
坂
本

あ
ず
ま
お
様
よ
り
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。

日
本
舞
踊
は
も
と
よ

り
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

津
軽
三
味
線
演
奏
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
南
京
玉
す
だ

れ
、手
話
ダ
ン
ス
、ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
と
多
彩
な

演
目
を
お
披
露
い
た
だ

き
開
始
か
ら
終
了
ま
で

あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
寿
大
学
新
舞
踊
科

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
新

舞
踊
＂
涙
そ
う
そ
う
＂

に
て
、
東
京
都
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
芸
能
大

誇り高き板老連

第
59
回
板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会

会
に
お
い
て
優
勝
と
い
う
偉
業
も
あ
り
、

優
勝
カ
ッ
プ
、
都
知
事
か
ら
の
賞
状
の
お

披
露
目
も
あ
り
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
理
念
に
従
っ
て
、
注

意
深
く
熟
慮
し
て
で
き
る
通
常
の
状
態
に

戻
す
努
力
が
必
要
で
す
。
文
化
部
の
活
動

も
来
期
は
こ
の
理
念
に
従
い
、
良
い
方
向

に
変
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

�

（
文
化
部　

金
子　

永
）
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10
月
20
日
（
木
）
小
豆
沢
野
球
場
に

て
、
令
和
４
年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
46
チ
ー
ム
、
総

数
２
８
５
名
（
ス
タ
ッ
フ
含
む
）
と
多
く

の
方
が
参
加
さ
れ
た
試
合
は
、
混
戦
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

の
会
場
内
で
、
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
表
の

と
お
り
で
す
。

11
月
25
日
（
金
）、
小
豆
沢
体
育
館
に

て
第
35
回
輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
勢
34
チ
ー
ム
、
１
７
０
名
が
参
加

し
、
熱
気
が
会
場
内
を
お
お
い
ま
し
た
。

一
投
一
投
慎
重
に
、
気
が
抜
け
な
い
緊
張

し
た
プ
レ
ー
に
、
見
て
い
る
方
も
ド
キ
ド

キ
。
そ
ん
な
中
で
入
賞
し
た
チ
ー
ム
、
個

人
賞
は
表
の
と
お
り
で
す
。

一
心
不
乱
に

一
心
不
乱
に

　
フ
ル
ス
イ
ン
グ

　
フ
ル
ス
イ
ン
グ

一
投
思
い
を
込
め
て
集
中

一
投
思
い
を
込
め
て
集
中

令
和
４
年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
35
回
輪
投
げ
大
会

果敢に狙う

輪の行方は…？

勢いつけて投げる！

仲間が見守る

団 体 賞
順　位 クラブ名 合計

優　勝 南弥生クラブ A 233点

準優勝 志村栄光クラブ A 245点

３　位 南一長寿クラブ A 245点

４　位 東新東寿会 246点

５　位 和泉クラブB 247点

６　位 11支部連合 247点

７　位 朝日クラブ A 248点

８　位 富士見長友会 A 249点

団 体 賞
順　位 クラブ名 合計

優　勝 赤塚百寿会Ａ 575点

準優勝 清和クラブＡ 560点

３　位 大和会 559点

４　位 西台第二白寿会 534点

５　位 西台第一白寿会 509点

６　位 愛染寿栄クラブＡ 456点

７　位 富士見長友会Ａ 445点

８　位 赤塚百寿会B 443点

ホールインワン賞
コース（30m） 氏名（クラブ名）

※ Aコース7番ホール

清水イサオ（大山東町明寿会）

田崎　マス（大山東町明寿会）

川村　幸雄（蓮根五月会）

※Bコース7番ホール

飯坂　孝義（志村栄光クラブ A）

竹内　　弘（愛染寿栄クラブ）

添田　信明（富士見長友会 A）

※Cコース7番ホール 該当者なし

個 人 賞
順　位 氏名（クラブ名） １回戦 ２回戦 合計

１　位 中川　　進（和泉クラブＢ） 16 15 31

２　位 常木　幸子（南弥生クラブ A） 19 13 32

３　位 前田　　孝（板橋仲よし会 A） 17 15 32

個 人 賞

順　位 クラブ名 氏名 合計

優　勝 赤塚百寿会Ａ 星野友次郎 174点

準優勝 西台第二白寿会 小原　銀次 157点

３　位 清和クラブＡ 中　　竹夫 147点
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数ある作品をじっくり鑑賞数ある作品をじっくり鑑賞

ボリューム満点　名作揃いボリューム満点　名作揃い第56回作品展

10
月
24
日
（
月
）
～
28
日

（
金
）
の
５
日
間
、
好
天
に
恵

ま
れ
高
島
平
区
民
館
に
お
い

て
第
56
回
作
品
展
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

一
般
公
開
は
、
25
日
午
後
か

ら
27
日
の
２
日
間
と
半
日
で

観
客
は
９
７
６
人
と
昨
年
を

若
干
下
回
り
ま
し
た
が
、
今

年
の
特
長
は
、
作
品
出
品
者
総
数
が
昨

年
よ
り
25
％
増
の
４
６
９
名
（
昨
年

３
７
５
名
）
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

特
に
手
芸
が
ダ
ン
ト
ツ
で
、
昨
年
の

42
％
増
の
１
９
９
名
（
昨
年
１
４
０
名
）

で
し
た
。
男
性
か
ら
の
出
品
も
あ
り
、な

ん
と
金
賞
・
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
絵
画
も
33
％
増
で
、
塗
り
絵

の
作
品
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
塗
り

絵
の
色
彩
が
鮮
や
か
で
、
こ
れ
が
色
鉛

筆
で
描
か
れ
た
の
か
と
改
め
て
塗
り
絵

の
神
髄
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

書
道
も
10
名
増
え
て
38
名
（
昨
年
27

名
）、
掛
け
軸
が
増
え
、
見
応
え
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
参
考
作
品
と
し
て
出

品
さ
れ
た
坂
本
区
長
の
書
が
、
花
を
添

え
て
く
れ
ま
し
た
。

27
日
に
は
ご
多
忙
の
中
、
坂
本
区
長

は
じ
め
議
長
も
見
学
に
訪
れ
「
コ
ロ
ナ

の
中
、盛
大
な
作
品
展
を
開
催
さ
れ
、感

謝
し
ま
す
」
と
の
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
恐
縮
い

た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
多
く
の
作

品
を
い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

（
教
養
部

�

渡
邉　

博
）

ボランティアの皆様と集合写真

区長自ら書いた作品

様々な形をした盆栽
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令和 4 年度は、老人クラブ作品展「手芸の
部」にも男女の役割分担や元気な高齢者の増
加、また地球レベルで持続可能な開発を目標

（SDGs）とするなど、新しい時代の風が吹き始
めてきたように思います。

私は 2011 年より「手芸の部」の作品を見せ
ていただいていますから、今回は 12 回目の審
査です。

コロナ禍なので家で過ごす時間が多くなっ
たのでしょう。応募作品の総数が400点を超え
ました。今年の特徴は８名の男性の応募です。
区長金賞「犬の手作り人形」、区長銀賞「切り
絵」の受賞者は男性です。団体での応募数は６

「手芸の部」を今年も拝見して「手芸の部」を今年も拝見して
審査員からのコメ

ント

上位入賞者
区長金賞 区長銀賞 社会福祉協議会会長賞 シルバー人材センター会長賞 板老連会長賞

絵画 澁谷　幸子
（徳丸マナーズクラブ）

宮村　明子
（徳丸マナーズクラブ）

岩田　照子
（エイト熟年会）

但木八重子
（朝日クラブ）

道下恵美子
（仲蓮根寿会）

書道 土澤　明子
（愛染寿栄クラブ）

周東　里子
（東山光寿会）

田中　孝子
（徳丸春秋会）

秋本　　昇
（弥生町北天寿会）

仁戸田カヲル
（高島平二丁目団地老人クラブ悠々会）

短歌 橘　　恭子
（朝日クラブ）

大塚トモ子
（清水町清寿会）

鈴木　　昇
（坂下わかば会）

杉本フミエ
（仲宿睦双葉会）

浅賀　　清
（朝日クラブ）

俳句 安住　正子
（高島平青葉クラブ）

宮崎　幸雄
（常盤光寿会）

西谷　照子
（朝日クラブ）

齋藤　洋子
（蓮根坂下三丁目芳寿会）

清水　幸子
（和泉クラブ）

写真 加藤　邦彦
（東山光寿会）

三田　秀一
（東山光寿会）

岡田　弘志
（志村長命会）

上田　康久
（舟渡福寿会）

大槻　　豊
（東山光寿会）

手芸 渡邉　　武
（仲蓮根寿会）

但木　勝恒
（朝日クラブ）

石田　洋子
（三園寿クラブ）

森口　詔子
（蓮根五月会）

鈴木　正敏
（清和クラブ）

園芸 田中　　章
（上板橋喜楽会）

沖田千恵子
（成増松竹会）

小倉　文子
（成増松竹会）

奥積　清子
（成増松竹会）

田中　景子
（成増松竹会）

陶芸 大出ヒロ子
（SUNクラブ）

日野　恵子
（子安クラブ）

野澤　秀子
（SUNクラブ）

小森　豊子
（双葉高砂会）

椿　　淑江
（SUNクラブ）

合計 8 8 8 8 8

努力賞受賞者
絵画 水上　清宏

（高島平二丁目団地老人クラブ悠々会）
内田喜美江

（徳丸みどり会）
小松貴美子

（SUNクラブ）
内田美智子
（双葉高砂会）

柏崎　貞子
（常盤光寿会）

書道 黒羽根幸子
（楽友クラブ）

榊原恵美子
（高一寿会）

田中　秀和
（三ツ和熟年クラブ）

三井　英徳
（北寿クラブ）

高木　聰子
（仲蓮根寿会）
小宅　ミツ

（高島平二丁目団地老人クラブ悠々会）

短歌 増野　孝雄
（仲宿睦双葉会）

田中　正己
（朝日クラブ）

増山　新一
（舟渡福寿会）

髙島　悦子
（高島平二丁目団地老人クラブ悠々会）

久保　親二
（桜川旺寿会）

俳句 島田　あい
（第二高島平寿会）

江原　輝義
（双葉蓬莱会）

渡辺　裕子
（板三三桜会）

木佐美照子
（上板橋喜楽会）

木下　政雄
（上板橋喜楽会）

写真 塩谷　輝雄
（南一長寿クラブ）

高野　　杲
（蓮根坂下三丁目芳寿会）

西出　好恵
（蓮沼大原町寿会）

佐藤　　忠
（朝日クラブ）

増山　新一
（舟渡福寿会）

園芸 菅野ヒテ子
（成増松竹会）

山口　節子
（上坂橋喜楽会）

𠮷田　勝之
（前野寿クラブ）

佐藤ちづ子
（成増松竹会）

相田　きよ
（成増南松寿クラブ）

陶芸 奥村嘉代子
（富士見長友会）

矢野　正人
（新河岸新友会）

手芸

池永　英子
（東山光寿会） 西台五美会 仲蓮根寿会 及川　俊子

（赤塚百塚会）
岩田　元子
（子安クラブ）

赤塚寿光会 石澤　葉子
（北寿クラブ）

北野　京子
（富士見長友会）

泉田　順子
（徳丸マナーズクラブ） 高島平七福会

元板老連寿大学　「暮らしと装い科」講師元板老連寿大学　「暮らしと装い科」講師　　三輪　倫子三輪　倫子

団体です。シルバー世代だからできる「棄てて
しまう荷造りテープから作るゴミ籠や買い物
籠」はゴミの減量に貢献します。SDGs のため
の作品は「かわいい猫ピンチ」です。カーテン
と洗濯ピンチを使って冷暖房の効果を上げる
道具です。老人クラブの方々が集まって作った
作品でした。また、「編物、折紙、刺繍」などの
手芸はクラブの仲間づくりに役立っています。
仲間づくりに老人会の活動が貢献しています。

いずれの受賞作品からも「作り手の作品に対
する強い思い」を感じました。応募者の心意気
に敬意を表します。また、たくさんの応募作品
に出会いたい思いでこの文を書いております。
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11
月
21
日
、
22
日
、
24
日
に
か
け
て
秩

父
市
の
紅
葉
散
策
・
キ
ノ
コ
狩
り
を
実
施

し
ま
し
た
。
３
日
と
も
前
日
ま
で
の
雨
の

お
か
げ
で
空
気
も
澄
ん
で
お
り
、
お
日
様

に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
行
楽
日
和
で
し
た
。

紅
葉
も
盛
り
で
月
の
石
紅
葉
公
園
の
散

策
を
堪
能
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
宝
登
山
神
社
の
参
拝
も
皆
さ
ん
急
な

階
段
を
元
気
に
登
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

小
松
沢
レ
ジ
ャ
ー
農
園
に
て
新
鮮
な
原

木
シ
イ
タ
ケ
狩
り
を
堪
能
さ
れ
、
帰
路
は

花
園
I
C
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
ま

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
ス
ト
レ

ス
を
十
二
分
に
発
散
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

主
催
者
側
と
し
て
は
参
加
さ
れ
た
会
員

様
に
満
足
の
い
た
だ
け
る
実
施
状
況
で

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
美
味
し
い
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
っ
て
お
土
産
を
両
手
に

い
っ
ぱ
い
持
っ
て
元
気
に
帰
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
状
況
は
以
下
の
通
り
で
し

た
。（
11
月
21
日
：
１
８
８
名
、
22
日
：

２
１
７
名
、
24
日
：
１
７
２
名
、
合
計

５
７
７
名
の
バ
ス
16
台
）

�
（
文
化
部　

金
子　

永
）

11
月
14
日（
月
）メ
ト
ロ
線
永
田
町
駅
か

ら
ス
タ
ー
ト
、
35
名
の
参
加
者
は
紀
尾
井

町
清
水
谷
公
園
で
準
備
体
操
後
、
紀
尾
井

坂
か
ら
番
町
文
人
通
り
、
日

本
テ
レ
ビ
前
で
休
憩
を
と

り
ロ
ー
マ
法
王
庁
大
使
館
、

滝
廉
太
郎
居
住
地
跡
を
経

て
五
味
坂
を
下
り
、
千
鳥
ヶ

淵
公
園
か
ら
半
蔵
門
、
三
宅

坂
、
内
堀
通
り
を
抜
け
た
。

国
会
前
庭
園
に
て
、
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
体
操
を
済
ま
せ
て
、

野
山
の
錦
を
満
喫

野
山
の
錦
を
満
喫

「
千
代
田
区
」

「
千
代
田
区
」

　
　
歴
史
散
歩

　
　
歴
史
散
歩

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

紅葉に囲まれ秋を浴びる
袋いっぱいのシイタケ

大きな鳥居に圧倒

たくさん歩いて体ポカポカ

国
会
議
事
堂
の
前
も
コ
ー
ス
で
す

国
会
議
事
堂
正
面
を
通
り
、
山
王
日
枝
神

社
で
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
山
王
日
枝

神
社
は
創
立
１
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
神

社
で
す
。
上
り
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。

�

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅　

昭
夫
）
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支
部
紹
介

３
年
越
し
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛

で
、
精
神
的
、
肉
体
的
に
も
活
動
時
間
減

少
の
な
か
、
11
月
10
日
第
２
支
部
（
７
ク

ラ
ブ
）
参
加
に
よ
る
「
10
の
筋
ト
レ
」
講

習
会
が
熊
野
地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
板
橋
区
お
と
し
よ
り
保
険
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
10
の
筋
ト
レ
」
講
師

は
、豊
島
病
院
の
白
吉
正
先
生
で
す
。「
10

の
筋
ト
レ
」
は
フ
レ
イ
ル
予
防
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
板
橋
区
で
は
す
で
に
大
小

混
ぜ
て
95
の
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
げ
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
シ
ニ
ア
世
代
の
フ
レ

イ
ル
予
防
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。
次
回
は
11
月
28
日
、
12
月
８
日
、
22

本
年
度
第
2
回
目
（
第

1
回
目
は
6
月
25
日
）
の

輪
投
げ
大
会
が
10
月
2
日

（
日
）
に
、富
士
見
地
域
セ

ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル
で
コ

ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
た
め

1
ク
ラ
ブ
5
名
以
内
の
参

加
制
限
に
も
か
か
わ
ら
ず

前
回
よ
り
も
多
く
第
4
支

部
加
盟
全
11
ク
ラ
ブ
か
ら
52
名
の
参
加
者

の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
参
加
者
が
増
え
ま
し
た
が
試

合
前
に
参
加
者
全
員
が
練
習
を
行
っ
た
う

え
、
試
合
に
臨
ん
だ
こ
と
も
あ
り
優
勝
者

か
ら
上
位
30
位
ま
で
前
回
よ
り
も
高
得
点

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。輪
投
げ
が
、

高
齢
者
の
間
で
手
頃
な
ス
ポ
ー
ツ
と
思
わ

れ
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

本
年
度
第
3
回
目
は
、
3
月
頃
に
開
催

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
参
加

者
全
員
が
今
か
ら
ま
す
ま
す
練
習
に
励
み

今
回
よ
り
も
高
得
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

最
後
に
開
催
に
あ
た
り
ま
し
た
全
て
の

関
係
者
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

（
第
4
支
部　

正
田
）

老
後
は
貯
筋
が
一
番

第
4
支
部

輪
投
げ
大
会
に
つ
い
て

日
で
す
。

こ
の
３
つ
の
側
面
が
相
互
に
影
響
す
る

悪
循
環
か
ら
脱
出
し
、
健
康
状
態
に
戻
り

た
い
も
の
で
す
。

【
自
分
の
フ
レ
イ
ル
状
況
を
知
る
簡
単
な

チ
ェ
ッ
ク
方
法
】

①
30
秒
間
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト

年
齢
と
と
も
に
下
半
身
の
筋
肉
量
・
筋

力
は
上
半
身
よ
り
も
速
く
低
下
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
椅
子
に
座
っ
て
立
ち
上

が
る
動
作
、
何
回
で
き
ま
す
か
。
30
秒
間

に
14
・
５
回
以
上
立
て
る
→
転
倒
リ
ス
ク

が
23
分
の
１
に
な
る
。

②
歩
行
速
度

1
・
0
メ
ー
ト
ル
／
秒
で
歩
け
れ
ば
横

断
歩
道
を
安
全
に
渡
り
き
れ
ま
す
。
歩
行

速
度
が
遅
い
人
に
比
べ
て
速
い
人
の
方

が
、
日
常
生
活
の
自
立
度
が
落
ち
に
く
く

死
亡
リ
ス
ク
が
低
く
な
り
ま
す
。

③
握
力

全
身
の
筋
力
が
衰
え
る
と
当
然
握
力
も

弱
く
な
り
ま
す
。
歩
行
や
階
段
昇
降
に
制

限
を
き
た
さ
な
い
目
安
は
、
男
性
31
・
0

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
女
性
19
・
6
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

椅
子
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
、
筋
力
の
初

級
、中
級
は
終
わ
り
ま
し
た
。椅
子
を
使
っ

第
２
支
部

第
４
支
部

た
ス
ク
ワ
ッ
ト
上
級
は
、
時
間
の
都
合
で

次
回
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
続
け

る
こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
。
必
ず
変
化

が
出
て
き
ま
す
。

今
回
の
講
習
会
を
機
会
に
、
第
２
支
部

と
し
て
96
番
目
の
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
10
の
筋
ト
レ
」

が
皆
さ
ん
の
フ
レ
イ
ル
か
ら
、
健
康
状
態

へ
と
脱
出
で
き
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

�

（
第
２
支
部　

福
代
）「10の筋トレ」でフレイル予防

【社会的側面】
閉じこもり
社会交流の減少

フレイルを
取り巻く
メカニズム

【身体的側面】
低栄養
筋力・体力の低下
転倒

【精神的側面】
認知機能の低下
意欲・決断力の低下
うつ

多くの方が参加し盛況
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十八番を披露

歌声に酔いしれる

新河岸あけぼの会チーム

10
月
24
日
（
月
）
に
高
島
平
多
目
的
運

動
場
で
令
和
４
年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
時
小
雨
の

降
る
中
で
、
参
加
者
74
名
が
午
前
９
時
30

分
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
各
自
２
ホ
ー
ル

を
回
り
午
前
中
に
終
了
し
ま
し
た
。

同
点
者
が
３
人
い
ま
し
た
が
、
優
勝
は

年
齢
の
差
で
新
河
岸
あ
け
ぼ
の
会
の
市
原

正
男
さ
ん
（
84
歳
）
で
し
た
。
準
優
勝
は

高
一
寿
会
の
遠
藤
幾
代
さ
ん
（
80
歳
）、高

島
平
寿
会
の
神
山
さ
ん
（
78
歳
）
で
し
た
。

�

（
第
12
支
部　

宇
於
崎
）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
定
期
的
に
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
２
年
間

休
止
し
て
お
り
、
本
年
度
は
各
単
位
ク
ラ

ブ
11
名
の
会
長
の
総
意
に
よ
り
開
催
す
る

こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、

各
ク
ラ
ブ
よ
り
代
表
者
が
７
名
～
８
名
の

参
加
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
人
数

よ
り
今
回
は
開
催
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
各
ク
ラ
ブ
５
名
＋
会
長
を
上
限
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。出
演
者
の
皆
様
は
、

2
年
間
の
空
白
の
中
で
３
年
目
に
ご
自
慢

11
月
25
日
（
金
）
晴
天
に
恵
ま
れ
て
、第

12
支
部
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
9
時
30
分
に
試
合

開
始
さ
れ
、簡
単
な
輪
投
げ
・
ボ
ー
ル
転
が

し
、
缶
入
れ
な
ど
実
施
し
ま
し
た
。
競
技

は
一
点
を
争
う
真
剣
そ
の
も
の
で
「
入
っ

た
」「
は
ず
れ
た
」
の
歓
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
10
位
ま

恒
例
の
12
支
部
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

真
剣
そ
の
も
の
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
12
支
部

第
12
支
部

高一寿会チーム

カ
ラ
オ
ケ
大
会

久
し
ぶ
り
の
開
催

第
４
支
部

の
歌
を
ご
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
皆
で
味
わ
い
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
昼
食
を

と
も
に
し
て
午
後
４
時
ま
で
に
全
員
が
歌

い
、
総
勢
55
名
の
内
、
選
曲
が
全
て
違
う

と
こ
ろ
が
、
第
４
支
部
の
奥
の
深
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
板
老
連
会
長
兼
双
葉
蓬

莱
会
会
長
の
阿
部
勲
様
が
「
大
ト
リ
」
で

「
君
と
い
つ
ま
で
も
」
を
ご
披
露
さ
れ
、歌

い
納
め
と
し
て
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
通
常

の
人
数
に
戻
し
、
参
加
で
き
る
こ
と
を
祈

念
し
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
第
４
支
部　

土
田
）

で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

１
３
０
名

参
加
し
た
中

か
ら
優
勝
し

た
方
は
、「
新

河
岸
あ
け
ぼ

の
ク
ラ
ブ
の

市
原
正
男
さ

ん
」で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
第
12
支
部　

宇
於
崎
） 果敢に狙え！
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単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

幸
栄
ク
ラ
ブ
手
芸
教
室
は
、
脳
の
活
性

や
手
先
の
機
能
を
鍛
え
る
た
め
に
始
め
て

５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
実
施
前
に
リ
ー

ダ
ー
が
捨
て
が
た
い
物
を
集
め
、
準
備
を

重
ね
常
に
発
案
し
ま
す
。
10
月
22
日
、
参

幸
栄
ク
ラ
ブ

第
３
支
部

東
山
光
寿
会

第
５
支
部

キ
ュ
ー
ピ
ー
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

が
で
き
ま
し
た

作
品
展
に
臨
ん
で

今
回
も
素
晴
し
い
作
品
に
出
会
っ

て
き
ま
し
た
。
毎
回
思
う
こ
と
は
、

作
品
が
も
う
素
人
芸
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
写
真
、
工
芸
、
短

歌
、
習
字
、
絵
画
、
手
芸
な
ど
、
も

う
一
つ
一
つ
が
本
当
に
見
入
っ
て
し

ま
い
、
心
奪
わ
れ
、
役
目
柄
、
午
前
、

午
後
と
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、そ
れ
で
も
見
足
り
な
い
ほ
ど
、

楽
し
く
観
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。私

に
と
っ
て
趣
味
と
は
、
生
活
の

糧
で
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
自
分

の
仕
事
や
家
事
が
大
変
に
な
っ
て
き

ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に
早
く
終
わ
ら

せ
て
早
く
そ
の
趣
味
に
と
り
か
か
り

た
い
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
仕
事
も
は
か

ど
り
、
早
く
用
を
済
ま
せ
て
、
趣
味
に
趣

く
と
、
安
堵
と
、
や
っ
た
ぁ
！　

感
、
そ

し
て
仕
上
り
の
満
足
感
。
自
分
だ
け
の
満

足
で
、
家
族
が
知
る
こ
と
も
な
く
、
た
ま

に
来
宅
の
知
人
に
見
せ
る
く
ら
い
で
、
作

品
自
身
も
日
の
目
を
浴
び
る
こ
と
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
作
品

展
で
、
た
と
え
賞
は
と
れ
な
く
て
も
、
人

様
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、私
の
作
品
も
、

日
の
目
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
、
私
以
上

に
作
品
が
、
一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
は

な
い
か
な
？　

と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
趣
味
は
、
自
己
満
足
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
が

潤
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
3
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家
に
居
る

こ
と
も
多
く
趣
味
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
ま

し
た
。
来
年
は
新
し
く
始
め
た
趣
味
を
作

品
展
に
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
東
山
光
寿
会　

水
口
） 観賞を終えて

加
者
24
名
で
「
キ
ュ
ー
ピ
ー
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、楽
し
そ
う
で
私
語
は
な
く
、

無
我
夢
中
に
取
り
組
み
、
今
で
も
皆
で
腰

を
振
り
た
い
様
子
。
可
愛
い
!!
子
供
の
よ

う
に
喜
び
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
何
を
作
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

�

（
幸
栄
ク
ラ
ブ　

鈴
木
）

キューピーのフラダンス
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寿
光
会
の
ペ
タ
ン
ク
部
で
は
、
毎
週
木

曜
日
に
小
茂
根
公
園
に
て
ペ
タ
ン
ク
の
練

習
を
し
て
お
り
ま
す（
雨
天
中
止
）。
参
加

者
は
体
調
不
良
や
、
野
暮
用
で
の
欠
席
も

あ
り
ま
す
が
、
全
員
参
加
の
時
は
７
名
で

行
っ
て
い
ま
す
。。

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。

�

（
第
５
支
部　

亀
頭
）

11
月
4
日
（
金
）
長
後
長
寿
会
で
は
参

加
者
33
名
で
「
Y
O
K
O
S
U
K
A　

軍

港
め
ぐ
り
遊
覧
船
と
横
須
賀
美
術
館
」
日

帰
り
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
軍
港
へ
、
目
の
前
の

軍
艦
に
目
を
凝
ら
し
若
々
し
い

ガ
イ
ド
君
の
45
分
間
の
案
内
は

爽
や
か
さ
と
笑
い
に
包
ま
れ
て

旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
他
国
籍

の
軍
艦
が
仲
良
く
並
ん
で
い
る

の
を
見
る
と
、
お
国
同
士
が
仲

良
し
な
の
で
し
ょ
う
。「
戦
艦

三
笠
」
見
学
で
は
砲
弾
の
大
き

さ
に
び
っ
く
り
、
ま
た
70
年
前

小
学
生
の
時
見
学
し
た
記
憶
を

し
っ
か
り
お
持
ち
の
紳
士
は
感

慨
深
げ
な
ご
様
子
で
し
た
。

漁
師
町
の
自
慢
の
お
刺
身
御

膳
を
い
た
だ
い
て
横
須
賀
美
術

館
へ
、
館
内
の
天
井
の
高
さ
彫

刻
が
目
を
惹
き
美
術
品
に
目
を

奪
わ
れ
、
庭
園
か
ら
の
景
色
も

案
内
通
り
納
得
し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
の
旅
行
支
援
ポ
イ

ン
ト
を
た
っ
ぷ
り
い
た
だ
き

「
道
の
駅
」で
は
両
手
に
余
る
ほ

ど
の
お
土
産
と
笑
顔
！

寿
光
会

第
５
支
部

長
後
長
寿
会

第
９
支
部

毎
週
木
曜
日
の
楽
し
み

待
ち
に
待
っ
た

行
事
で
す
！

今
な
お
世
界
で
は
戦
火
を
く
ぐ
っ
て
生

き
延
び
て
い
る
方
々
が
大
勢
い
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
の
旅
行
中
無
事
何
事
も
な
く
帰

路
に
着
け
ま
し
た
。
皆
様
と
と
も
に
感
謝

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
長
後
長
寿
会　

石
村
）戦艦三笠の前で記念撮影

力加減に気を付けてホイッ
得点が一目でわかる
手作りボード
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10
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
、

区
立
紅
梅
児
童
館
に
て
恒
例
の
世
代
交
流

会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の

関
係
も
あ
り
、
令
和
元
年
以
来
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。
参
加
人
数
は
幼
児
親

子
12
組
と
徳
丸
地
区
の
老
人
会
６
ク
ラ
ブ

12
名
、
特
別
参
加
と
し
て
佐
藤
第
10
支
部

長
お
よ
び
職
員
を
含
め
41
名
。

は
じ
め
に
職
員
に
よ
る
司
会
で
、
紅
梅

徳
丸
み
ど
り
会

第
10
支
部

幼
児
親
子
と
の

世
代
交
流
会
を
開
催
!!

児
童
館
小
林
館
長
の
あ
い
さ
つ
と
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
の
紹
介
（
徳
丸
春
秋
会
・
徳
丸

親
和
ほ
の
ぼ
の
ク
ラ
ブ
・
三
ツ
和
熟
年
ク

ラ
ブ
・
徳
丸
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
の
会
・
徳
丸

マ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
・
徳
丸
み
ど
り
会
）
が

あ
り
、
老
人
会
を
代
表
し
て
徳
丸
み
ど
り

会
の
古
谷
会
長
よ
り
若
き
お
母
さ
ま
へ
の

幼
児
子
育
て
の
激
励
あ
い
さ
つ
で
開
会
し

た
。ま

ず
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、
脳

ト
レ
と
首
・
肩
・
手
・
足
を
振
る
ぶ
ら
ぶ

ら
体
操
で
始
ま
り
、大
型
パ
ズ
ル
リ
レ
ー
・

交
流
大
玉
送
り
ゲ
ー
ム
な
ど
最
後
に
「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
は

終
了
し
た
。

こ
の
後
プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
イ
ム
と
し
て
老

人
会
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
一
言
感
想
が

あ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
お
子
さ
ま
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
老
人
会
の
皆
さ
ん
に
「
招
福

と
金
運
」
の
お
守
り
札
を
い
た
だ
き
会
員

一
同
感
激
し
た
。

老
人
会
か
ら
は
幼
児
用
の
滑
り
台
・
椅

子
な
ど
を
寄
贈
し
、館
長
よ
り
披
露
さ
れ
、

大
変
喜
ば
れ
た
。

最
後
に
児
童
館
の
高
山
副
館
長
よ
り
閉

会
あ
い
さ
つ
と
そ
の
後
、
幼
児
親
子
が
出

口
に
向
か
っ
て
２
列
に
並
ん
で
見
送
り
を

受
け
、
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
激
励

と
お
礼
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
会
場
を
後
に

し
た
。

�

（
徳
丸
み
ど
り
会　

古
谷
）

３世代交流で元気をもらいました

平
成
28
年
。
私
た
ち

「
蓮
根
本
町
は
す
の
み
会
」

に
導
入
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
。
初
め
8
人

の
仲
間
で
、
地
域
の
公
園

「
ね
っ
ぱ
公
園
」か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
は
砂

を
蹴
散
ら
し
、
塀
に
ぶ
つ

か
り
、
と
て
も
ゴ
ル
フ
の

体
を
成
し
て
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
、
練
習
場
も

城
北
交
通
公
園
の
野
球
場

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

練
習
環
境
は
見
違
え
る
よ

う
に
良
く
な
り
ま
し
た
。

部
員
も
徐
々
に
増
え
、
現

在
20
名
が
在
籍
し
て
お

り
、
月
４
回
練
習
を
目
標

に
、
毎
回
14
～
15
名
が
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
増

進
、
技
術
の
向
上
を
は
か
り
、
仲
間
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
、
一
石

二
鳥
、
い
や
三
鳥
を
狙
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

蓮
根
本
町
は
す
の
み
会
・
運
動
部

第
９
支
部

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

こ
れ
ほ
ど
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」を
導
入
し
て
く
れ
た

現
役
員
会
に
感
謝
し
つ
つ
、
一
層
仲
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
蓮
根
本
町
は
す
の
み
会　

内
田
） チームで切磋琢磨　フレッシュに
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短
歌
　
　
一
ノ
瀬
美
智
子  

選
・
評

天　

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
機
能
を
使
っ

て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
。
今
後

も
明
る
く
生
き
て
く
だ
さ
い
。

地　

貴
重
な
農
業
の
う
た
。
ど
う
ぞ
お

元
気
で
美
味
し
い
レ
タ
ス
と
す
て
き
な

う
た
も
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

人　

何
十
年
た
っ
て
も
ご
主
人
の
面
影

は
消
え
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
主
人

の
分
ま
で
お
元
気
で
生
き
て
く
だ
さ
い

ね
。

天余
所
目
に
は
他
人
よ
り
元
気
赤
ら
顔

　

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
二
度
目
の
埋
め
込
み

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

地一
面
の
レ
タ
ス
畠
を
譲
り
受
け

　

譲
っ
た
親
父
は
白
菜
作
る

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
孝
雄

人四
十
路
に
て
逝
き
し
夫
な
り
還
暦
の

　

息
子
の
背
に
面
影
を
見
る

�

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

楽
し
み
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
週
一
度

　

ス
コ
ア
誉
め
合
う
秋
空
の
下

�

第
二
高
島
平
寿
会
　
加
藤
カ
ズ
コ

待
っ
て
い
た
区
民
ま
つ
り
の
踊
り
の
輪

　

拍
手
に
押
さ
れ
口こ
う
か
く角
上
げ
て

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

石
く
れ
に
つ
ま
づ
く
吾
に
語
尾
あ
げ
て

　

ア
ホ
ー
と
一
声
カ
ラ
ス
飛
び
去
る

�

金
沢
千
と
せ
会
　
加
藤
　
蓉
子

鉄
道
史
百
五
拾
年
お
め
で
と
う

　

懐
し
の
S
L
津
和
野
路
を
行
く

�
仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

都と
た
い
か
い

老
大
会
寿
大
学
念
願
の

　

涙
そ
う
そ
う
で
初
優
賞
す
�

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

緑
地
帯
散
歩
コ
ー
ス
の
吾
亦
紅

　

朝
日
に
映
え
て
長
寿
に
感
謝

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

「
お
父
さ
ん
私
薬
飲
ん
だ
か
し
ら
」

　

あ
ゝ
飲
ん
だ
よ
と
繰
返
す
朝

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

里
芋
の
葉
に
コ
ロ
コ
ロ
と
露
の
玉

　

両
の
手
さ
さ
え
し
ば
し
楽
し
む

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

韓
国
の
事
故
気
に
せ
ず
に
信
長
に

　

扮
す
キ
ム
タ
ク
見
る
に
く
じ
引
く

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

三
密
は
も
は
や
死
語
な
り
ハ
ロ
ウ
イ
ン

　

渋
谷
の
街
は
人
人
々
よ

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

ひ
と
時
は
幼
き
頃
に
戻
り
た
り

　

友
と
並
び
て
ブ
ラ
ン
コ
漕
げ
ば

�

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

問
わ
れ
れ
ば
笑
顔
で
応
う
吾
が
い
て

　

遺
影
に
ひ
と
り
泣
く
猫
も
い
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

神
秘
な
る
初は
つ
ひ日
に
光
る
富
士
の
峰み
ね

　

息
災
祈
る
寿
こ
と
ほ
ぎ
の
朝

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

卆
寿
去
る
葉
月
の
門
出
願
わ
く
は

　

流
れ
ゆ
る
る
か
岸
に
つ
く
ま
で

�

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
関
根
　
義
信

短
歌

秋
日
和
背
中
ポ
カ
ポ
カ
花
を
植
え

　

美
し
き
か
な
楽
の
し
く
も
有
り

→
秋
日
和
背
中
ポ
カ
ポ
カ
花
を
植
え

　
　

心
豊
か
に
楽
の
し
ひ
と
と
き

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

ち
ょ
っ
と
添
削
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俳
句
　
　
大
澤　

游
子  

選
・
評

天　

リ
ア
ス
式
海
岸
と
海
鳴
り
の
侘
し

さ
、
冬
銀
河
の
取
り
合
せ
で
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
景
で
す
ね
。

地　

思
い
も
か
け
ぬ
発
想
に
感
服
。
一

時
を
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
誘
い
込
ま
れ

ま
す
。

人　

鳰
の
群
ま
た
は
浮
寝
を
見
な
が
ら

の
釣
三
昧
。
の
ど
か
な
一
日
の
景
。
収

穫
の
程
は
・
・
？

天三
陸
の
海
鳴
り
遠
く
冬
銀
河

�

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

地空
は
い
ま
童
話
の
時
間
赤
と
ん
ぼ

�

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

人釣
人
の
一ひ
と
ひ日
視
界
に
鳰
の
池

�

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

一
茶
の
忌
山
は
夕
燒
田
は
黄
金

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

饒
舌
な
椋む

く鳥
の
占
め
た
る
大
樹
か
な

�

高
島
平
青
葉
ク
ラ
ブ
　
安
住
　
正
子

奥
利
根
の
静
寂
包
み
し
星
月
夜

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

故
郷
の
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
星
月
夜

�

常
盤
光
寿
会
　
松
田
　
　
翠

星
月
夜
お
山
じ
ゃ
狸
が
ポ
ン
ポ
コ
ポ
ン

�

常
盤
光
寿
会
　
吉
田
　
憲
司

神
の
杜
木
洩
れ
日
拾
ふ
寒
雀

�

東
新
東
寿
会
　
中
島
　
孝
祐

庭
師
来
て
空
広
げ
行
く
松
手
入
れ

�

東
新
東
寿
会
　
高
橋
　
松
代

秋
遍
路
白
装
束
の
長
き
影

�

東
新
東
寿
会
　
森
田
ハ
ル
ミ

ト
ー
ス
ト
の
バ
タ
ー
が
溶
け
ぬ
寒
の
入
り

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
美
風

過
疎
の
村
カ
ラ
ス
の
群
れ
る
熟
じ
ゅ
く
し
柿か
き

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

俳
句

ホ
ー
ム
ラ
ン
の
消
え
ゆ
く
空
に
雲
の
峰

→
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
消
え
ゆ
く
先
や
雲
の
峰

�

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

豪
雨
止
み
ビ
ル
の
屋
上
に
は
雲
の
峰

→
豪
雨
止
み
ビ
ル
の
屋
上
雲
の
峰

�

赤
塚
百
寿
会
　
岡
田
千
代
子

取
れ
立
て
の
海
鞘
の
甘
味
と
遠
き
友

→
取
り
た
て
の
海
鞘
の
甘
味
や
遠
き
友

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

立
ち
話
人
影
永
し
秋
の
宵

→
立
ち
話
影
長
な
が
と
秋
の
宵

�

蓮
根
東
寿
会
　
今
村
　
　
将

青あ
お
す
み
だ
れ
簾
三
味
の
音
な
が
る
神
楽
坂

→
青
簾
三
味
の
な
が
る
る
神
楽
坂

�

東
新
東
寿
会
　
高
橋
　
京
子

錦
秋
や
荒
れ
る
世
相
の
や
る
せ
な
さ

→
錦
秋
や
荒
れ
る
世
相
の
裏
表

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

水す
い
き
ん
く
つ

琴
窟
心
静
ま
る
秋
の
暮

→
水
琴
窟
一
人
の
刻
を
秋
の
暮

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

「
化
石
賞
」
公
的
補
助
金
で
買
い
ま
し
た

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

核
を
持
つ
国
が
増
加
し
自
慢
す
る

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

吐
息
か
ら
悲
鳴
に
変
わ
る
物
価
高

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

ア
イ
ド
ル
が
う
る
さ
く
聴
こ
え
老
い
を
知
る

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

温
暖
化
四
季
は
何
処
へ
季
語
は
夢

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

暑
さ
負
け
我
が
身
も
句
作
も
ピ
ッ
と
せ
ず

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
美
風

川
柳

山
間
に
紅
葉
が
映
え
る
昇
仙
峡

→
清
流
に
紅
葉
の
映
ゆ
る
昇
仙
峡

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

冬
の
風
小さ
ざ
な
み波
走
る
鳰
の
海

→
風
立
ち
て
小さ
ざ
な
み波
走
る
鳰
の
湖う
み

�

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

ち
ょ
っ
と
添
削
（
190
号
・
191
号
）
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
な
か
な
か
収
束

し
な
い
な
か
、
板
老
連
の
活
動
も
少
し
ず

つ
再
開
し
て
い
ま
す
。
春
に
で
き
な
か
っ

た
催
し
が
秋
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
各
部

の
方
は
大
忙
し
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
厚
生
労

働
大
臣
賞
を
受
け
た
り
、
東
京
都
老
人
ク

ラ
ブ
芸
能
大
会
で
優
勝
し
た
り
と
、
お
め

で
た
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
今
回
の
「
板
老
連
」
で
は
事
業

報
告
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
紹
介
や
単
位
ク
ラ
ブ
紹
介
の
記
事

も
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
い

て
、
広
報
部
一
同
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
載
せ
ら
れ
な

か
っ
た
記
事
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。
な
る
べ
く
多
く
の
ク
ラ
ブ
紹
介

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
た
く
さ
ん
の
記
事
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。�

（
広
報
部　

松
原
）

編
集
後
記

編
集
後
記

原
稿

集
募

次
回　

１
９
２
号（
４
月
発
行
）

原
稿
締
切
日　

２
月
20
日（
月
）

お
詫
び
と
訂
正

板
老
連
第
１
９
０
号
（
令
和
４
年
度
10

月
発
行
）
３
頁
『
第
4
回
囲
碁
・
将
棋
大

会
』
に
て
2
点
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

囲
碁
・
将
棋
大
会　

入
賞
者

1
点
目

誤　

グ
ル
ー
プ
A　

第
３
位�

斉
藤　

征
爾

正　

グ
ル
ー
プ
A　

第
３
位�

斉
藤　

政
爾

2
点
目

誤　

グ
ル
ー
プ
C　

復
活
賞　

小
林　

三
郎

�

清
和
ク
ラ
ブ　

８
級

正　

グ
ル
ー
プ
C　

復
活
賞　

小
林　

暉
男

�

　

大
和
会　

3
級

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
訃
　
報

板
老
連　

前
広
報
部
長　

伊
藤
恵
子
殿

令
和
4
年
10
月
25
日
逝
去

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す

老
人
ク
ラ
ブ

会
員
大
募
集

【活動・行事例】健康講座、社会奉仕活動、スポー
ツ大会、寿大学、ウォーキング（歴史さんぽ）
など…

短歌・俳句・水墨画・押し
絵・書道・陶芸・園芸・謡
曲・新舞踊・囲碁・将棋の
11科目が学べます。

教養活動� ◆寿大学　囲碁教室

会員同士の交流を目的とし、
日帰り旅行のほか、春と秋
の一泊旅行、バスハイクが
あります。

趣味活動� ◆文化部日帰り旅行

グラウンド・ゴルフのほか、
輪投げやウォーキングなど、
健康増進につながる活動を
しています。

健康増進�◆グラウンド・ゴルフ大会

☎03-3963-5334【お問い合わせ先】
板橋区老人クラブ連合会 （※月曜〜金曜10時から15時まで）

板橋区老人クラブ連合会第191 号 16


